
＊本研究会は日本救急撮影技師認定機構2ポイント、日本X線CT専門技師認定機  構種別Ⅱ-3 

  肺がんＣＴ検診認定機構指定研究会、日本診療放射線技師会 生涯教育に指定されております 

＊会場までの移動は、公共交通機関をご利用下さい。 

＊参加費 １,０００円 （学生無料ただし社会人院生は除く）を、受付にて徴収させて頂きます。 

＊当日はご参加頂いた確認のため、ご施設名・ご芳名の記帳をお願い申し上げます。 
  尚、ご記帳頂いたご施設名・ご芳名は医薬品および医学・薬学に関する情報提供のために利用させて 
  頂くことがございます。  ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

共 催  東北ＣＴ技術研究会      第一三共株式会社 

後 援 （公社）日本放射線技術学会東北支部 （公社）青森県診療放射線技師会  

（一社）岩手県診療放射線技師会 （公社）秋田県診療放射線技師会（公社）宮城県放射線技師会   

（一社）山形県放射線技師会 （公社）福島県診療放射線技師会（一社）新潟県診療放射線技師会  

第一三共株式会社 学術情報 

開会の辞  代表世話人 東北大学病院 坂本 博    

福島県立医科大学附属病院 

  

庄司 友和 先生 

「小児頭部CT検査に対する被ばく線量低減の可能性  
                ～単純から造影検査まで～ 」 

閉会の辞 佐藤 俊光 

｢ 小児CT検査を考える」 テーマ 

13:30~13:50 「  オムニパークシリンジ製剤の適正使用について  」 

17:15～18:15 特 別 講 演  

  
  

  

福島県立医科大学附属病院 

拝啓  東北CT技術研究会は第11回を迎え、2回目の福島開催となりました。 今回は、「小児CT検査を考える」をテーマに
開催します。小児に対するCT検査は、その特異性（被写体サイズ・臓器コントラスト・意思疎通・放射線感受性  etc)によっ
て、標準化は成人ほど進んでいないと感じており、各施設の考え方で検査が行われていると思います。そこで研究会では、検査
を進める上で必要な臨床的基礎知識の再確認、また小児CT検査の標準化などについて、皆様とともに検証したいと考えてお
ります。ご多忙の折とは存じますが、多くの方々にご出席頂きたくご案内申し上げます。                    敬具 
                                    当番世話人代表  福島県立医科大学附属病院 村上 克彦  

当番世話人挨拶  福島県立医科大学附属病院 村上 克彦   

休憩（20分） 

休憩（1０分） 

次回当番世話人挨拶 副代表世話人         富山労災病院        野水 敏行   

2019／9／21（土） 

13：30～18：25 

コラッセふくしま  
多目的ホール  

福島県福島市三河南町1－20  

座長 

副代表世話人 山形大学医学部附属病院 

基調講演 
 

14:00～14:30   
座長 

「小児に関する造影法・線量の標準化  ～GALACTICより～」 

○ 

村上 克彦 

保吉 和貴 

仙台市立病院 

後藤 光範 

齋藤 将輝 

澤谷 勇太 

太田西ノ内病院 

仙台赤十字病院 

大原 亮平 

船島 健太朗 

シンポジウム 14：40～16：55    

秋田県立医療療育センター 加藤 洋子 

福島県立医科大学附属病院 遠藤 有香 

「小児CT検査の実際と工夫点」        

座長 
山形大学医学部附属病院 

竹田綜合病院 

佐藤 俊光 
足利 広行 

東京慈恵会医科大学附属病院 放射線部 係長  

「アンケート結果より読み解く 
   東北地域の小児検査の現況」     

 竹田綜合病院    足利 広行 

山形大学医学部附属病院 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

「総合討論」     

宮城県立がんセンター 



＊当日は、ご参加頂いた確認のため、ご施設名・ご芳名の記帳をお願い申し上げます。なお、記帳頂いたご施設名・ご芳名は、個人情報保護

法を厳守の上、医薬品および医学・薬学に関する情報提供のために利用させて頂くことがございます。 

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。  

地図・アクセス 

 〒980-0014  福島県福島市三河南町1番20号 

            TEL：024-525-4089  

コラッセ福島 

交通案内 

●ＪＲ福島駅（東北新幹線、東北本線、奥羽本線）西口より徒歩3分 

 

●東北自動車道 福島西IC、飯坂ICから車で約15分 


